







































A project of “life”:
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2 － 2 ．プログラムの概要
2 － 2 － 1 ．日時及び場所
TASUKEは，2011年11月 3 日（土 ）10：00か
ら12：00まで，流通経済大学スポーツ健康セン
ターの救命トレーナー室で実施した。














2 － 2 － 3 ．プログラム内容






































































3 － 2 ．プログラムの概要

















3 － 2 － 3 ．プログラム内容



























写真 3 　救命のデモンストレーション 
写真 ₄ 　胸骨圧迫の体験
写真 5 　AEDの体験




















₄ － 2 ．プログラムの概要
₄ － 2 － 1 ．日時及び場所
本プログラムは，2012年12月中に，45分程の
時間で，協力中学校の一室で実施した。











₄ － 2 － 3 ．プログラム内容



























































5 － 2 ．プログラムの概要


































図２：COSUKE のコ 概要 
 
 
写真 7：ビーチフラッグスタート     写真：8 フープジャンプ 
 
写真 7 ：ビーチフラッグスタート 写真 8 ：フープジャンプ
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6 － 2 ．プログラムの概要






6 － 2 － 2 ．対象と指導・運営スタッフ
本プログラムの対象は，流通経済大学の




































7 ．実践モデルその 6 「親子体操」








7 － 2 　プログラムの概要
7 － 2 － 1 ．日時及び場所
親子体操は，2008年から毎年年 2 ～ 3 か所市
内の小学校において，開催させていただいてい
る。各小学校の体育館を利用して実施した。
7 － 2 － 2 ．対象と指導・運営スタッフ
本プログラムの対象は，流通経済大学の
Lifesaving Club Trainer Teamの学生と，龍ヶ
崎市内の親子，約50～100組であった。学年は
年によって 1 年生～ 3 年生であった。その企画
運営に関して，流通経済大学スポーツ健康科学
部教員がアドバイスを行った。





























Lifesaving教育は，「Prevention is best rescue」
をキーワードに，誰しもが生命を支える役割を
有していることの再認識を深める試みとして有
効であった。老若男女問わず，事故防止思想を
深め，常に自他の安全確保に努める能力を導く
ことは，有事の際の「防災体力」という運動方
法につなげることもできる。総合大学における
「いのちの実践プログラム」が，自分の身は自
分で守る一次予防，そして有事の際に隣人を助
けることができる一次救命につながる，その成
果の質の検証を今後の課題としていくものであ
る。
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